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Ⅰ 学校教育学部・学校教育研究科の研究目的と特徴 

 
鳴門教育大学は，教員の資質能力の向上という社会的要請にもとづき，主として現職教

員に高度の研究・研鑽の機会を提供する大学院と，初等教育教員及び中学校教員の養成を

行う学部とを置き，学校教育に関する理論的・実践的な教育研究を進める「教員のための

大学」及び学校教育の推進に寄与する「開かれた大学」として，昭和 56 年 10 月に創設さ

れた新しい構想の教員養成大学である。  
本学は，この設置理念・目的を実現するため，学校現場の諸課題や地域社会のニーズを

踏まえ，教育に関する理論的・実践的な学問体系を構築する志向性及びその成果を実践の

場へ還元する使命感をもって研究を展開してきた。  
研究の特徴は中期目標において以下のとおり示している。  

１．学校教育における実践を中核とする研究を行い，「実践の理論化」と「理論の実践化」

の往還を基盤とする「教育実践学」の構築に努め，「教職教養・教育科学」，「教科・領

域教育」，「教科専門」に関する諸研究をこの学問的立場から展開する。  
２．教員養成・教師教育の両側面において，高度な教育実践力を育成する教員養成カリキ

ュラム及び授業の原理・内容・方法・評価に関する研究を推進する。  
３．大学と附属学校との共同研究体制の構築を通じて ,学校教育の改善・充実に資する実践

的かつ先導的な研究を推進する。  
４．学校教育の今日的課題に応えるために，教育委員会・学校及び地域社会との協働・連

携による研究を推進する。  
５．教育研究及び教育に関する専門職育成の国際化に資するように，国際的な共同学術研

究を推進する。  
 
 
〔想定する関係者とその期待〕  

本学では，初等中等教育における教育専門職をめざす学部生・大学院生，卒業生・修

了生，教育委員会等教育行政関係者及び国内外の学校現場の教員並びに学校で学ぶ児

童・生徒とその保護者及び地域社会を関係者として想定している。  
これらの関係者が本学に対して期待することは，人間性豊かで，実践的指導力をもつ

優れた教員を養成するとともに，その基盤となる学問的・実践的な教育理論を創出する

こと，並びに研究成果を教育関係機関，教育関係者及び地域社会へ還元することである。 
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Ⅱ 分析項目ごとの水準の判断 

 
分析項目Ⅰ 研究活動の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 研究活動の実施状況 

(観点に係る状況 ) 
本学の研究目的に沿って，平成 20 年３月末現在に在職する教員は 159 人であり,これ

ら教員の平成 16 年度から平成 19 年度末までの研究活動状況は，著書 234 編，研究論文

1,309 編，作品・演奏 260 件，学会発表 1,426 件である（貼付資料１－１）。  
科学研究費補助金の獲得は 285 件（代表 118 件，分担 167 件）であり，また他の外部

資金は受託研究・共同研究・受託事業 69 件，研究助成 10 件である（貼付資料１－２）。  
また，学内経費措置による研究プロジェクトは 237 件である（貼付資料１－３）。 

本学の発行する研究紀要等は，６種類である（貼付資料１－４）。           
 

資料１－１ 研究活動の実施状況 

 

※１ Ａ論文は日本学術会議登録学会誌，国際学会誌及び国際誌等に発表された 

レフェリー付き論文 

         ※２ Ｂ論文は上記１以外の論文（大学紀要等） 

（出典 総務課資料：「研究活動の実施状況」）

 
資料１－２ 外部資金の受入状況 

 
（出典 総務課資料：「外部資金の受入状況」）
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資料１－３ 学内経費措置による研究プロジェクト件数 

 
（出典 総務課資料：「研究プロジェクト件数」）

 
資料１－４ 研究紀要と収録論文数  

 
（出典 総務課資料：「研究紀要と収録論文数」）

 
 

  これらの研究活動の実施状況について，前述「Ⅰ  学校教育学部・学校教育研究科の

研究目的と特徴」における中期目標に掲げた研究の特徴１～５に基づき，次のとおり分

析する。  
 
① 教育実践学の構築に向けた研究 

「教養教育・教育科学」，「教科・領域教育」，「教科専門」に関する研究の進展を図

り，これら教育実践学を構成する３つの研究分野が有機的に結びつき構造化され，理

論と実践が往還する関係をなしている（貼付資料１－５，６）。これらの３分野でバラ

ンスよく研究が行われている（１－３頁：貼付資料１－１参照）。また，特色 GP に１

件採択されている（貼付資料１－７）。  
 

資料１－５ 教科内容学の位置づけ 

 

資料１－６ 「教育実践学」と教養・教職

及び教科（教科専門・教科教育）との関連

 
（出典「教育実践学を中核とする教員養成コア・カリキュラム（鳴門プラン）」  

暁教育図書 平成 18 年９月）  
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資料１－７ 高度な教育実践力を育成する研究プロジェクト一覧 

（教育研究支援プロジェクト経費） 

（出典 総務課資料：「ＧＰ一覧」）

 
 

② 高度な教育実践力を育成する教員養成教育に関する研究 

高度な教育実践力を育成する研究のために，学長裁量経費及び教育研究プロジェクト

経費をそれぞれ措置し，61 件のプロジェクト研究を実施した（貼付資料１－８，９）。   

また，専門職 GP に１件採択されている（貼付資料１－７）。

 
資料１－８ 高度な教育実践力を育成する研究プロジェクト一覧 

（学長裁量経費） 

 

   （出典 総務課資料：「学長裁量経費 研究プロジェクト一覧」）  
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資料１－９ 高度な教育実践力を育成する研究プロジェクト一覧 

（教育研究支援プロジェクト経費） 

 
（出典 総務課資料：「教育研究支援プロジェクト経費 研究プロジェクト一覧」）

 
 

 

 

③ 附属学校との共同・連携による研究 

教育改善に資する先導的研究のため，附属学校とのプロジェクトとして，学長裁量

経費研究プロジェクト 18 件，教育研究支援プロジェクト 27 件，教育課題を解決する

実践的研究プロジェクト 97 件をそれぞれ実施した（貼付資料１－10～12）。  
 
 
 



鳴門教育大学学校教育学部・学校教育研究科 分析項目Ⅰ 

1－7 

 
資料１－10 附属学校とのプロジェクト一覧（学長裁量経費）  

 
（出典 総務課資料：「学長裁量経費 研究プロジェクト一覧」）
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資料１－11 附属学校とのプロジェクト一覧 

（教育研究支援プロジェクト経費）  

 
（出典 総務課資料「教育研究支援プロジェクト経費 研究プロジェクト一覧」）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



鳴門教育大学学校教育学部・学校教育研究科 分析項目Ⅰ 

1－9 

資料１－12 附属学校とのプロジェクト一覧（教育実践研究）  

 
（出典 総務課資料：「教育実践研究 研究課題一覧」）

 

 

④ 教育委員会・学校及び地域社会との共同・連携による研究 

学校の諸課題に応える理論的・実証的研究を推進するため，協力機関・学校と連携

したプロジェクトとして，学長裁量経費研究プロジェクト 17 件，教育研究支援プロ

ジェクト４件，教育課題を解決する実践的研究プロジェクト 61 件をそれぞれ実施し

た（貼付資料１－13，14）。また，地域理解教育と地域文化に関する研究を進め，現

代 GP に採択された（１－５頁：貼付資料１－７参照）。 

 
資料１－13 協力機関・学校と連携したプロジェクト一覧 

（学長裁量経費）  

  
（出典 総務課資料：「協力機関・学校と連携したプロジェクト一覧」）
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資料１－14 協力機関・学校と連携したプロジェクト一覧 

       （教育研究支援プロジェクト経費・教育実践研究）  

 

  
（出典 総務課資料：「協力機関・学校と連携したプロジェクト一覧」）

 

 

 

⑤ 教育専門職養成に資する国際的な学術研究 

国際的な学術研究は JICA を通して，アフガニスタン・イスラム共和国，南アフリ

カ共和国等の開発途上国における教育協力研究として 20 件のプロジェクトを実施

した（貼付資料１－15）。  
また，地域連携センター及び教員教育国際協力センターが，中国，イラン，パキ

スタン，アルゼンチン等から客員教授を招聘し，８件のプロジェクトと，９件の講

演会を実施した（貼付資料１－16）。 

さらに，北京師範大学との共同で教員養成研究に取り組んでおり，日中教師教育

学術研究集会を過去２回開催した。  
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資料１－15 国際的な学術研究プロジェクト一覧 

 
（出典 総務課資料：「国際的な学術研究プロジェクト一覧」）  

資料１－16  地域連携センター及び教員教育国際協力センターが 

実施したプロジェクト一覧  

 
（出典 総務課資料：「地域連携センター及び教員教育国際協力センター

が実施したプロジェクト一覧」）
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(２)分析項目の水準及びその判断理由 

（水準）期待される水準を上回る。  
（判断理由）  

本学の研究活動の実施状況は，著書 234 編，研究論文 1,309 編，作品・演奏 260 件，

学会発表 1,426 件あり，研究目的の教育実践学構築に向けた研究が 33 件，教員養成教

育に関する研究が 61 件，附属学校との連携による研究が 142 件，教育委員会・学校及

び地域社会との連携による研究が 82 件，教育専門職養成に資する国際的研究が 37 件で

ある。これらは実践的指導力を持つ優れた教員の養成や，その基盤となる学問的・実践

的な教育理論を創出するものであり，関係者の期待に応えている。 

 さらにこれらの研究成果は，教育・文化フォーラム（徳島県教育委員会：８件），大

学開放推進事業（自然体験，アート教室，算数教室，マルチメディア学習等：21 件），

教育支援講師・アドバイザー等派遣（学校運営，生徒指導，教科指導等：266 件）等に

より，関係者に大いに還元している。 

 以上のことから，「期待される水準を上回る」と判断できる。  
 
 
 
 
 
 
観点 大学共同利用機関、大学の全国共同利用機能を有する附置研究所及び研究

施設においては、共同利用・共同研究の実施状況  

(観点に係る状況 ) 
 

該当無し  
 

(２)分析項目の水準及びその判断理由  

(水準 ) 
(判断理由 ) 
 

該当無し  
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分析項目Ⅱ 研究成果の状況 

(１)観点ごとの分析 

観点 研究成果の状況 

(観点に係る状況 ) 
学校教育における諸課題を解決するための教育実践学の構築に向け，カリキュラム開

発研究，教育実践の理論化に関する研究，教育実践を支える専門分野の研究を行った。 
また，高度な教育実践力を育成する教員養成カリキュラム及び授業の原理・内容・方

法・評価に関する研究，附属学校，教育委員会，公立小・中学校及び地域社会と共同・

連携し，理論的・実証的研究（指導方法，教材・教具開発，授業開発等）を推進した。 
さらに，先進国における教育事情の調査・検証及び開発途上国の教育専門職育成に資

する教育協力研究を実施した。  
これらの研究成果の状況について，前述「Ⅰ  学校教育学部・学校教育研究科の研究目

的と特徴」における中期目標に掲げた研究の特徴１～５に基づき，次のとおり分析する。 
 

①教育実践学の構築に向けた研究 

学校教育における諸課題を解決するため，教育実践学の構築に向け，「カリキュラム

開発研究」，「教育実践の理論化に関する研究」，「教育実践を支える専門分野の研究」

を行った。その研究及び研究成果の事例は，次のとおりである。  
 

「カリキュラム開発研究」  
1) 教員に求められる実践的指導力を育成するカリキュラム開発研究 

 これは，大学の授業内容と学校現場の実践を連動させる研究であり，全国の教員

養成系大学に先駆けて，教員養成コア・カリキュラムを開発し，学生の実践的指導

力を養成するために，活用している。 

 

「教育実践の理論化に関する研究」  
  1) 学校組織に関する理論的・開発的研究 

2) 中等学校における歴史教育内容改革の理論的・実践的な方向性を示す研究 

これらは，教育実践現場における諸課題を解決するための理論を創出し，実践的

研究として活用している。 

また，学校組織に関する先駆的理論及び開発研究として，関連機関や学校教育に

大いに還元している。           

 

「教育実践を支える専門分野の研究」  
1) 授業実践における教師の教材解釈や授業構成力の育成に関するコンピュータ

応用学習研究                          

2) 空間図形における創造性と学習内容の理解に関する研究       

これらは，ＩＴを使用した授業の有効性に関する研究であり，教師及び児童・生

徒・学生の学習（認識・知識・技能）への理解の向上及び自主学習への主体的なコ

ンピュータの応用が行われるようになっている。 

また，創造性の育成法に関する研究を行った結果，その過程で創造性能力開発指

導法を開発し，海外においてもその実用的価値が高く評価されている。 

 
教育実践学の構築に向けた研究は，本学の「教育実践学を中核とする教員養成コア・

カリキュラム－鳴門プラン－」等として創出され，本学学生の教育実践力の向上を図

っている。それらが，学会における書評，学会賞の受賞などの評価を得ているほか，

国内外からの招聘による講演，科学研究費補助金（研究成果公開促進費）による公刊

などがあり，これらの研究成果を踏まえ，「教育実践の省察力を持つ教員養成」として，

平成 18 年度「特色ある教育支援プログラム」に採択された。
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②高度な教育実践力を育成する教員養成教育に関する研究  
実践的指導力を持つ教員養成が急務であるなか，高度な教育実践力を育成する教員

養成カリキュラム及び授業の原理・内容・方法・評価に関する研究を推進し，学校改

善の取り組みにも反映されている。その研究及び研究成果の事例は，次のとおりであ

る。  
 

「高度な教育実践力を育成する教員養成カリキュラムに関する研究」  
  1) 小学校音楽科カリキュラム構成に関する教育実践学的研究      

    2) 教職大学院教員養成特別コースにおける教員専門性到達基準の開発に関する実

践的研究                            

   これらは，理論と実践の統合を図ることで，学校現場の教育実践に貢献している。 

 

「授業の原理・内容・方法・評価に関する研究」  
    1) 特別な教育的ニーズのある児童に対する支援のあり方に関する研究  

    2) 教育実践に基づく学部授業内容の開発研究             

    これら授業の原理・内容・方法・評価に関する研究の成果は，本学の心理・教

育相談室等でその理論が活用されるとともに，教員養成コア・カリキュラムの授業

内容に反映させている。 

 
   これらの研究の特筆すべき成果としては，全国の教員養成大学・学部に先駆けて教

育実践学を中核としたコア・カリキュラムを開発し，学部の授業内容と学校現場の授

業実践とを連動させる教員養成コア・カリキュラムとして，学部では平成 17 年度から

実施し，また，大学院では平成 20 年度から教育実践フィールド研究，広領域コア科目

Ⅰ・Ⅱの授業科目として実施することとしている。 

さらに，これらの研究成果を踏まえ，「教育の専門職養成のためのコア・カリキュラ

ム」として，平成 19 年度「専門職大学院等教育推進プログラム」に採択された。 

    
 

③附属学校との共同・連携による研究 

 附属学校教員と共同・連携し，学校教育の改善・充実に資する実践的かつ先導的な

研究を行うため，「指導方法」，「教材・教具開発」，「授業開発」についてプロジェクト

研究を推進した（１－７～９頁：貼付資料１－10～12 参照）。その研究及び研究成果

の事例は，次のとおりである。  
 
「指導方法」  

1) 幼児の自己実現を図るための指導と遊誘材の開発 

2) 英語授業における「教室英語」の使用とその指導に関する研究 

これらは，学校教育及び大学教育において，更なる実践的指導力の向上に役立て

ている。 

 
「教材・教具開発」  

1) 附属学校園の特色を生かした数学の授業実践と教材開発 

2) 技術教科における計測・制御システムの教育用ソフトウエアの開発 

これらは，児童・生徒の学習内容理解の促進に役立てている。 

 
「授業開発」  

1) ＧＩＳを活かした地理学習における教材及び授業の開発 

2) 遠隔授業観察システムを活用した授業開発に関する研究 
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これらは，児童・生徒及び学生の教科に関する関心や学習意欲を導き出すこと

に役立てている。  
    

これらのプロジェクトのうち特筆すべき成果として，技術教科における教育用ソフ

トウエアの開発による「四足型ロボットの歩行運動を制御する学習活動支援」が，学

校教育における技術教科の先端的学習教材・教具として学校現場で活用され，また，

日本産業技術教育学会誌に掲載されたことが挙げられる。  
さらに，これらの附属学校との共同・連携研究等の積み重ねが，本学の教員養成コ

ア・カリキュラム開発のベースとなり，更に教育実践に係る研究を推し進めた結果，

特色ＧＰ採択にも繋がった。  
 
 

④教育委員会・学校及び地域社会との協働・連携による研究 

   教育委員会，公立小・中学校及び地域社会と協働・連携して，学校教育の今日的課

題（コミュニケーション能力の低下，学力の低下，いじめ，不登校，理科離れ等）の

解決及び地域文化・地域特性の教育的価値を評価・検証し，学校教育での活用を目指

す研究について，理論的・実証的研究を推進した（１－９，10 頁：貼付資料１－13,14

参照）。その研究及び研究成果の事例は，次のとおりである。  
  

「学校教育の今日的課題の解決」  
1) 道徳教育フィールド実践研究 

2) 教育方法としての「絵本の読み聞かせ」による実践研究 

3) 教育現場との連携による学力向上に関する共同研究 

これらは，児童・生徒のいじめ，不登校，非行等の予防，教科の教育方法開発，

理数科離れの解消及び知的好奇心の向上等に役立てている。 

  
「地域文化・地域特性の教育的活用」  

1) 四国八十八箇所の総合的研究 

2) 地域の文化・自然を活用した体験型カリキュラムの開発研究 

これらは，学校現場や一般社会に還元し，地域文化の教育的価値や継承の意義

を理解・体験することで，人格形成及び社会性の育成に役立てている。 

    
これらのプロジェクトのうち特筆すべき成果として，本学の国語科教育実践研究の

成果の一つである「絵本とその読み聞かせ」が，月刊国語教育に掲載された。さらに，

この研究を基盤とした県内の公立小学校による取組が，文部科学省「読書優秀実践校

表彰校」，「子ども読書活動優秀実践校」として表彰を受けた。 

また，「四国遍路の研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」を編纂し，遍路文化を活かした地域人間力の育

成，特に歩き遍路による「いたわり」情操教育を育成するため，地域の小・中・高等

学校の児童・生徒の参加型授業「阿波学（地域文化研究）（学部）」及び「四国遍路と

地域文化（大学院）」を開設した。これらの研究を踏まえ，「遍路文化を活かした地域

人間力の育成」として，平成 19 年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」に採択

された。 

     

 

⑤教育専門職育成に資する国際的な学術研究  
先進国における教育事情の調査・検証を実施し，優れた教育成果・カリキュラムの

構造に関する研究を行った。また，開発途上国の教育専門職育成に資するため，各国

の実態に即した教育内容・教材に関わる調査・研究を行うとともに，当該国から客員

研究員を招聘するなど，教育協力研究体制のもとで開発途上国個々に適応する教員養
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成プログラムを創出した。 

その研究及び研究成果の事例は，次のとおりである。 

 

「先進国における教育研究」  
1) カリキュラムの構造に関する研究 

2) 言語教育におけるイマージョンプログラム研究 

これらの研究成果は，本学における教育課程及び教育内容・方法の改善に活用

している。  
 
「開発途上国の教育専門職育成に関する研究」  

1) 教育内容・教材に関わる研究 

2) 教員養成プログラム研究 

これらの研究成果は，発展途上国における教育専門職育成に貢献している。 

 

これらの研究の特筆すべき成果としては，アメリカにおける社会科教育カリキュラ

ムの構造研究「地理教育の公民化教育」が，「2007 年度全国社会科教育学会研究奨励

賞」を受賞した。 

 また，JICA との連携事業における基礎教育支援に従事する過程で，アフガニスタン

の教育専門職育成に関する研究を「社会から見放された子どもたちを教育する教師を

支援する」としてまとめた。これらの成果により，国際学会等の招待講演を依頼され

た。また，開発途上国の教員養成の推進に対して，ラオス政府から教育研究の成果に

対する感謝状が贈られた。 

 

 

(２)分析項目の水準及びその判断理由  

(水準 ) 期待される水準を上回る。  
(判断理由 ) 

本学の研究目的に即した研究成果は，「教育実践学を中核とする教員養成コア・カリキ

ュラム」を創出し，本学の学部・大学院の教育課程に組み入れたこと，附属学校との共同・

連携による教育内容や教材の開発研究の結果，新たな教材・教具開発，授業計画や指導プ

ログラムとして具体化したこと，地域社会との協働・連携による教育現場が抱える諸課題

の解決及び地域文化・地域特性を活かした教育内容研究の成果を学校教育に活かしている

こと，教育専門職養成のための開発途上国支援教員養成プログラムを構築したことなどが

挙げられる。  
これらの研究成果は，各種 GP に採択されるなどの評価を得ており，関係者の期待にも

応えるものである。  
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Ⅲ 質の向上度の判断 
 
①事例１「教育実践力を育成する教員養成コア・カリキュラム開発研究」（分析項目Ⅰ・Ⅱ） 

  

(質の向上があったと判断する取組) 

 高度な教育実践力を備えた教員の養成という社会のニーズに応えるため，教育実践を

中核に据えた教員養成コア・カリキュラムの開発研究を推進することが急務であった。 

これらの状況から，平成 16 年６月に，全学的なプロジェクト研究体制のもと，教員養

成コア・カリキュラムを開発し，平成 17 年４月から学士課程において実施している。 

教員養成コア・カリキュラムにおける科目「初等中等教科教育実践」の全授業に対す

る平成 17～18 年度の学部学生による授業評価結果は，平均値が 4.2（５段階評価）であ

り，学生から高評価を得ている。 

なお，コア・カリキュラムの理念・構造・構成論を，専門書『教育実践学を中核とす

る教員養成コア・カリキュラム―鳴門プラン―』（暁教育図書，平成 18 年）として公刊

した。また，本カリキュラムの実践を基盤とする取組（貼付資料３－１）が，平成 18

年度特色 GP に採択された。  
資料３－１ 平成 18 年度「特色ある大学教育支援プログラム」 

 
（出典 「鳴門教育大学ウェブページ（教育・研究活動）」）

http://www.naruto-u.ac.jp/05_kyoumu/0506_kkikaku/tokusyoku18.html

 

 

②事例２「デマンド・サイドのニーズに対応した教育内容開発研究」(分析項目Ⅰ・Ⅱ) 

 
(質の向上があったと判断する取組) 

 学校現場の抱える教育課題を解決するというニーズに応えるため，平成 12 年度に大

学院修士課程の改組及び FD 推進事業を実施する過程で，全学的に授業実践研究が行わ

れ，その成果として平成 13 年４月より大学院カリキュラムのコア科目の一つとして「教

育実践研究」を開設し，現在に至っている。なお，当該研究を推し進めた結果，平成 20

年度からは大学院コア科目として「教育実践フィールド研究」及び「広領域コア科目」

を開設するに至っている。 

これらの教育内容開発に関する研究の成果を，論考集「授業実践研究」として毎年発

刊するとともに，研究紀要等にも継続的に発表してきた（１－４頁：貼付資料１－４参

照）。また，これらの研究を基盤とした取組（貼付資料３－２）が，平成 19 年度専門職

GP に採択された。
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資料３－２ 平成 19 年度「専門職大学院等教育推進プログラム」 

 
（出典 「鳴門教育大学ウェブページ（教育・研究活動）」）

http://www.naruto-u.ac.jp/05_kyoumu/0506_kkikaku/senmon19.html 

 
 
③事例３「地域文化を活用した地域人間力育成のための教育内容開発研究」(分析項目Ⅰ・Ⅱ) 

 
(質の向上があったと判断する取組) 

 地域文化の保護・継承の観点から，地域の自治体と住民，大学教員，学生が協働し，

地域に点在する有形・無形の文化財を掘り起こし，学術的価値を検証し，豊かな文化財

地域を創出しようとする地域文化研究を行った。 

その成果は，地域人間力の育成を図る授業科目として，学部には「阿波学（地域文化

研究）」（平成 17 年度～），「地域社会研究」（平成 20 年度～），また，大学院には「四国

遍路と地域文化」（平成 17 年度～）を開設するに至った。 

これらの地域文化研究については，平成 13 年度から大学のプロジェクト研究として位

置づけられ，特に「四国遍路の研究」の成果は，『四国遍路の研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』として

発行し，更に本研究を基盤とした取組（貼付資料３－３）が，平成 19 年度現代 GP に採

択された。 

資料３－３ 平成 19 年度「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」 

 
（出典 「鳴門教育大学ウェブページ（教育・研究活動）」）

http://www.naruto-u.ac.jp/05_kyoumu/0506_kkikaku/gendai19.html 



鳴門教育大学学校教育学部・学校教育研究科 

 

1－19 

④事例４「学校現場に根ざすボトムアップ型の国際教育協力プログラム開発研究」 

(分析項目Ⅰ・Ⅱ) 

(質の向上があったと判断する取組) 

  国際教育協力研究に関しては，理数科教育講座が中心となって行ってきたが，平成 17

年度に開発途上国の教育研究及び教育に関する専門職育成の国際化を推進するための

全学的組織として，「教員教育国際協力センター」を設置し，更にその研究の質の向上

に力を注いでいる。  
  教員教育国際協力センターでは，教員養成大学の特性を活かした研究として，サブサ

ハラ・アフリカ諸国，アフガニスタン等の学校現場と連携したボトムアップ型の教員養

成・研修プログラム開発，学校授業のための教材開発研究に積極的に取り組んできた（貼

付資料３－４）。  
  これらの国際教育協力研究の成果としては，平成 17 年度に JICA から「アフガニスタ

ン国教師教育強化プロジェクト」をコンサルタント会社と共同で受託し，教材の開発や

教育支援プログラム開発，更に平成 19 年度「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点

形成事業として２件の取組（貼付資料３－５）が採択されたことが挙げられる。  
資料３－４ 鳴門教育大学国際教育協力研究（目次より論文名抜粋） 

 

 
（出典 総務課資料：「鳴門教育大学国際教育協力研究」）
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資料３－５ 「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業 

 
（出典 総務課資料：「国際協力イニシアティブ」教育協力拠点形成事業」）
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